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としては、希観書ではあるがヒュブネル（非 児）の ゼオガラヒ と、同じく コーラ
ンテントルコ があったが、 これらの書を 西域物語 編術までに利明が研究したかど
うかもたしかでない。（小沢栄一［ ］ 頁）といい、そして 西域物語 の内容から
みても、たぶん利明は見ていなかったのであろう と推測している。しかし小沢も認めてい




















これは安永 年（ ）のことと推測されている（林子平［ ］ 頁）。子平は再び安
永 年（ ）から安永 年にかけて長崎に滞在し、さらに天明 年（ ）にも長崎に遊
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号で元文の頃としている。エカテリーナは在位が 年だが、元文は 年 月 日か








コーランテントルコ があり、また、プレホスト の 諸国風土記 、ゴットフ
リートの 西洋全史 などもあるが、 ゼオガラヒー の一番新しい 冊本でも 年刊行
（山村才助が見た 冊本はさらに古く 刊行）で、エカテリーナ即位の 年後に過ぎな
い。実際に原稿が書かれたのは、それより前だから、エカテリーナの詳しい業績を書けるは
ずがない。実際、 冊本 ゼオガラヒー によったと思われる工藤平助の 赤蝦夷風説考
も、エカテリーナの即位したという事実のみを書いているだけだし、レイツ（ ）
他 新旧ロシア帝国誌 （ 年）を翻訳してもっと詳しいロシア史を記した前野良沢にし
ても、 年よりあとの歴史については、ごく簡単にエカテリーナの即位の事実を述べてい
るだけである（前野良沢［ ］ 頁）。






























てあるが（桂川甫周（ ） 頁）、これは、 経世秘策 に モスコヒヤの大鐘
（ 大系 経世秘策 頁）という記述と対応している。
このヘイスベルト・ヘンメイについては、 西域物語 にも言及がある。ヘンメイは航海
について、日本の航海は片目乗、支那は盲乗と、いったと（ 大系 西域物語 頁）。さ
らに寛政 （ ）年（ 西域物語 成立の年）に物故したといっている。
ロシアに関しては、国土開発だけでなく、 属島開業 の戦略もまた、理想化され、称揚
されてきた。まず 年、老中・田沼意次に献上した 赤蝦夷風説考 の中で、工藤平助
は、ロシアについて、 シベリヤの万民、皆その徳をしたひて尽く伏従するし置となり。ヲ
ロシヤの国をひろめるに、皆この類なり。兵威を以て、暴虐に切取、又は無名の兵を出さぬ









して ち衆人をもつて堅城砦となすの法也 と（羽太正養［ ］（ 頁）。











利明は ポイス と表記（ 大系 西域物語 頁）。
ショメールの 家居纂要
利明は シユメール と表記（ 大系 西域物語 頁）。後に 厚生新編 として訳さ
れたもの。原書名は 致富と健康との方法を集めた家事字典 。
コンストカビネット




のは、新村出の 天明時代の海外智識 に詳しい（［ ］ 續南蠻廣記 頁）。前野良沢のロシア





航海書（ 大系 経世秘策 頁、 大系 西域物語 頁）。利明が ゼエーハルト
ゼイハルト （ 西域物語 大系 頁、 頁ほか）などと呼んでいるものは、この第
巻。これは岩崎克己によれば、下記の本の異版だという（岩崎克己［ ］ 頁）。
…




ゴットフリートの歴史書（ 大系 西域物語 頁）。 大系 の注で、小宮山楓軒宛ての
書簡（寛政 （ ）年、正月二十一日付け）に 西洋諸君政務書 とあるもの。日本最初





利明は商館長フェイトの書としているが、実はケンペルの 廻国奇観 ）（ 大系 西域
物語 頁）。
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）同志社大学貴重図書デジタルアーカイブスで見ることができる。











岩崎克己は、本多利明が寛政 （ ）年 月 日の書簡で言及した ゼオガラヒ が、
四冊本から六冊本か不明だとしている（岩崎克己［ ］ 頁）。その言及とは、 ゼオ
ガラヒといふ書之内にフランス國の政事あり窮民の救金の事あり日本金の勘定を以すれハ十
五万兩餘に當るなり （本 二郎［ ］ 頁）というものである。





（ 大系 交易論 頁）。
レイツ（ ）他 新旧ロシア帝国誌
文化 （ ）年三月朔日の書簡で 先年ロシヤ本記と申書二冊大本ニて新渡之所松木侯
之御買上ケ相成其後前野良澤へ被下候處良澤死後拂物ニ出候所俗吏之手ニ入行衞を失ひ居候
へ共此 其吏より私知人へ讀譯候様ニとの儀ニ付預り申候當時專に飜譯仕候間出來次第可入
御覧候 （本 二郎［ ］ 頁）とあるが、ここで ロシヤ本記 と記されている
書籍が、 新旧ロシア帝国誌 であれば、 年段階で入手したことになる。しかし、工藤
平助の 赤蝦夷風説考 にこの本が引かれているので、阿部真琴は少なくとも翻訳でこの本
を知っていたとしている（阿部真琴［ ］ 頁）。また鮎沢信太郎は、この書簡に出て
くる 私知人 とは、山村才助ではないかと推測している（鮎沢信太郎［ ］ 頁）。
才助はこの本を訳して 魯西亜国誌 （ 頃）と題しているが、その訳文にはとこ






















ドイツ海に接している ）。長さ約 ドイツマイル、幅は約 ドイツマイルである。これは
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